
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２３年６月１３日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：「アンビエントなコミュニケーション支援手法」の１つとして，ユ

ーザが必要とするときにそれとなく（押し付けがましくなく）支援できるネットワーク型

相談相手・気づきシステムの実証について，システム技術としての理論的なアプローチと

アプリケーション側からのアプローチを有機的に結合させて検討を進めた。具体的には，

「ユーザのイベントを利用した遍在学習環境下における新しい双方向型授業支援システ

ム 」と「ユーザの動きに感応して支援モードを変化させるインタフェースシステム」を実

装し，前者は具体的な課外授業支援システムの一部として実践評価を行い，後者は，多様

なユーザ層におけるユーザビリティ評価と志向別分析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：This study discusses how to configure a user support interface 
system through an ambient behavioral context. In particular, the fundamental 
pedagogical concern is to provide learners with the right information at the right time 
and place in the right way instead of enabling them to learn at any time and at any 
place. More importantly, we should aspire to combine the right time and right place 
learning with a transparent and calm method to allow students to access lessons 
flexibly, calmly, and seamlessly. Such an approach seems to be a calming technology for 
the ubiquitous computers, and it adapts itself to students’ needs by supporting specific 
practices. 
 Furthermore, as computer display resolutions have increased, screen magnifiers 
become necessary. However, current screen magnifier systems require user interaction 
and may interrupt the user's primary operation. We propose a new support interface 
using face detection and a magnifier. Our new system does not require user interaction. 
The system was evaluated by measuring display update cycles and system speed. We 
concluded that the system's performance is adequate for detecting and supporting 
users. 
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１．研究開始当初の背景 

従来のヒューマンインタフェースの特徴
は，「デスクトップパソコンなど」を主な対
象として，「使いにくさや分かりにくさの評
価・解明，分析，改善方法など」を研究課題
としてきた。これらに対してこれからのヒュ
ーマンインタフェースは，「実世界や実空間
における人間活動全般」を主な対象として，
「より快適に，より人間のニーズを捉えた環
境の実現」が研究課題となっている。 

 
２．研究の目的 
本研究では，ユビキタスコンピューティン

グ（以下，ユビコンプ）環境下における効果
的な個人状況・行動適応型サービスを構築し
ていくための諸課題を検討するために，実映
像を主にしたアンビエントなユーザ支援が
できるネットワーク型相談相手・気づきシス
テムの構築を通じて，大規模な日常生活行動
支援サービスの安定した呈示手法やネット
ワーク不安定さを解決することを目的とす
る。 

 
３．研究の方法 
 ユーザ指向のユビコンプとしてユーザの
活動をマクロ的に考え，新たなインタラクシ
ョンの形態とそれを可能にする実体物を作
り出していくことを目標にして，研究期間内
に明らかにする内容を以下に挙げる。  
  
(1) 天使のようにつきまといながら，ユーザ

が必要とするときにそれとなく（押し付
けがましくなく）支援できるネットワー
ク型相談相手・気づきシステムの提案  

(2) 日常生活行動を支援する実践的なイン
タフェースシステムによる検証（例えば，
ユーザのイベントを利用した，遠隔の空
間同士をあたかも隣接しているかのよ
うに適応させる空間間接続システム） 

 

４．研究成果 
 研究代表者と分担者は，「天使のようにつ
きまといながら，ユーザが必要とするときに
それとなく（押し付けがましくなく）支援で
きるネットワーク型相談相手・気づきシステ
ムの提案」を考えるため，基本的なネットワ
ーク型アプリケーションサービスのプロト
タイプとして，「日常生活行動を支援する実
践的なインタフェースシステム」の１つを遍
在学習環境下において構築した。これは，全
学的に構築された無線 LAN 環境を活用し，遍
在学習環境下において使用可能な，電子黒板
システムを基にしてタブレット PC  を使っ
た新しい双方向型授業支援システムである。
学生用タブレット PC と教員用タブレット PC
は，サーバマシンと無線 LAN によって双方向
通信が可能となっており，教員用 PC 画面上
での板書は，随時学生用 PC 画面に送られる
一方で，学生用 PC 画面の情報も教員用 PC
画面で閲覧できる。学生は，講義メモや課題
の解答を学生用 PC 画面上に書き込め，書き
込んだ結果を電子ファイルにして教員用 PC
に提出したり，教員と自由な任意のタイミン
グで個別に質問したりできるものである。 
さらに，双方向型授業支援システムをより

実践的に修整して，学生が自らの学習進度に
応じて，あたかも教師が見守ってくれていて
与えてくれているように感じられるチュー
タリングシステムの構築を目指して，40名ク
ラスでの講義や男性教員が夜間に入ること
の出来ない女子寮と教員研究室間での夜間
補習授業の実践を試行し，いつも教員が見守
りつつ，個のレベルに応じて適切なヒント等
がもらえるなどの一方向ではない教員との
時間の共有感が，講義に対する集中力や学習
意欲の向上に結びつくことが分かった。これ
らは実装システムの特徴である遠隔空間間
や多地点間，接続台数や要素が頻繁に変化す
る柔軟なシステムとなっている。 
一方，前述したシステムの構築と並行して，

Figure 1: Overview of new pedagogical user support interface system. 



ユーザ動作を利用することによって拡大支
援の設定の変更について自動化された新し
い支援インタフェースを提案し，試作を行っ
た。カメラでユーザの正面からの顔画像を撮
影し，さらに Haar-like 特徴を用いて顔検
出を行うものである。本システムで採用した
ユーザ動作は自然なものであり，さりげなく
（押し付けがましくなく）支援できる基本シ
ステムのインタフェース部となるものであ
る。よって，「押し付けがましくなく，途切
れなく，自然に状況理解する」支援インタフ
ェースシステムを，対象ユーザの幅を最大限
に広げることでユーザ行動に適応させ，装着
型インタフェースではない，ユーザ本位のイ
ンタラクションを実践することを目指した。 
 ユーザによる操作の代わりにユーザ動作
を利用して挙動する，この拡大支援のシステ
ムは，実際の使用においてユーザに与える負
担がなるべく軽減されるよう，ユーザ動作を
利用する理由，実際に利用するユーザ動作の
種類，利用するためにユーザ動作を検出して
理解する方法について検討を進めた。実際に
毎日 2  時間以上 PC を使用する 40～60 代の
男性被験者 5名に使用してもらい，マウスポ
インタの移動距離の総量とクリック回数の
評価を行い，従来型のシステムを利用した場
合の操作量との差異を検証したところ，ユー
ザによる操作の負荷軽減効果が確かめられ
た。 

 
以上のような「アンビエントなコミュニケ

ーション支援手法」の１つとして，ユーザが
必要とするときにそれとなく（押し付けがま
しくなく）支援できるネットワーク型相談相
手・気づきシステムの実証について，システ
ム技術としての理論的なアプローチとアプ
リケーション側からのアプローチを有機的
に結合させて検討を進めた。具体的な支援モ
デルの評価は以下のようなものである。  
○ユーザのイベントを利用した遍在学習環
境下における新しい双方向型授業支援シス

テム  
○ユーザの動きに感応して支援モードを変
化させるインタフェースシステム（ユーザの
注目点を誘引する窓／メタファ活用スレー
ト型／半球ディスプレイ型操作インタフェ
ース）  

 
前者は，我々が構築した双方向授業支援シ

ステムを教員と学生が偏在している環境，具
体的には教員が自宅に居て女子学生が本校
敷地内の女子寮と自宅に居る，複数の分散遠
隔状態の自主学習指導に本システムを１年
間継続して利活用し，ユーザ評価や学習者
個々の成績の推移等の分析から，遠隔であっ
ても双方向で常に教員に見守られている感
覚が学生のやる気を引き起こす要因である
ことが分かった。また，対面での指導と変わ
らぬ効果があり，自主学習支援に効果がある
ことも分かった。 
後者は，ユーザが遍在している環境下で

個々のユーザ状態を把握するべく，ユーザ状
態に応じて優先度を自由に変化させられる
ＧＵＩ窓インタフェースを提案試作し，ユー
ザの注目点を惹きつけ合うことで遠隔空間
間のコミュニケーション支援に発展できる
ことが期待できた。また，インタフェース部
のみに着目して，複数のスレート型デバイス
の動きや位置情報を組み合わせて情報を入
力し,複数のスレート型デバイスのディスプ
レイの表示情報を連携させ，半球型手元拡大
操作支援デバイスの発展形の実装を継続し
て検討していく。 
 
 
 

Figure 2: Change in the magnification level by 
user’ behaviors 

Figure 3: Overview of a new hemispherical 
pointing device and window control 
interface zoomed dynamically by user’ 
behaviors 
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